
  

投票率の推移 

 

平成17年 平成21年 平成25年

千葉県投票率 43.28% 45.56% 31.96%

鎌ケ谷市投票率 42.07% 43.16% 30.90%

平成29年 令和3年 令和7年

千葉県投票率 31.18% 38.99% 31.93%

鎌ケ谷市投票率 28.79% 35.02% 29.48%

◇水道事業について 

松沢 上水道敷設に係る住民の負担について 

 

A. 県営水道では、新たに配水管の布設をする 

際の費用について、負担軽減措置の制度を設け

ている。１戸当たりの配水管の布設延長が２０メ

ートルまでは全額企業局が負担し、２０メートル

を超える部分は、企業局が２分の１を負担する。

また、配水管の分岐部分から蛇口までの給水装

置は、個人の財産であることから、工事に係る費

用は全額住民負担となり、設置する水道メータ

ーの口径に応じて給水申込納付金が必要。 

 

松沢 PFOS・PFOAの調査において、暫定指

針値を超える値がでたことに起因する地下水か

ら上水道への切替について、鎌ケ谷市との調整

状況はどうか 

 

令和7年3月16日　千葉県知事選挙　投票率31.93％

千葉県人口　約627万8000人

鎌ケ谷市人口　約11万人

(約27000人) (約66000人) (約17000人)

約355万2000人 約109万1000人

棄権した人 未成年・外国人他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(鎌ケ谷市　29.48％)

投票者
(投票に行かなかった人) (投票に行けない人)

約163万5000人

A. 負担軽減措置を最大限活用する方策として、 

給水を希望する地区の住民がまとまって申請す

ることにより、申請戸数に２０メートルを乗じた

延長分まで費用負担が生じないことなどを詳細

に説明した。 
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松沢 ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ出展の実績について 

 

A. ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ2023の千葉県ブース 

には 16 社が出展し、成約件数、成約金額、

2023 年３月時点で、成約件数が 97 件、また

成約金額が約 1,500万円となっている。 

    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・ 

県では、国際的な食品、飲料における展示会の       

「ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ」に千葉県ブースを設置し、

事業者の出展支援を行うなど、県産品のブランド

力向上を図っている。               

2025年は東京ビックサイトにて開催され、千葉

県ブースには 16社が出展した。さらに、展示会

では【鎌ケ谷市ふるさと産品協会】として、鎌ケ谷

市内の4事業者が合同で出展した。 

松沢の視点 

PFOS・PFOAなどの外的要因によって、井戸

から上水道に切替える場合においても、費用負

担なしで切替えを行える方と、多額の費用がか

かる方が存在すると、不公平感が生じる。こうし

た中、少しでも住民負担が軽減されるよう県営

水道における負担軽減措置の効果的な活用方

法を周知するとともに、安全な水を早期に使え

るよう、市と連携して取り組む必要がある。 

～市民の声を県政に～ 

松沢の視点 

退院後の生活基盤を確立することも重要であ

る。グループホームとの連携で、長期在院者の

地域生活のイメージを作るなど、退院後の病状

悪化防止のため、医療機関との連携を含めさ

らなる支援が必要と考える。 

 

 

松沢 精神障害による長期入院患者数とその年

齢層はどうか。 

 

A. 県内の精神科病院において、在院期間が1 年 

以上の入院患者は、 令和５年６月３０日時点で

６,２５４人おり、そのうちの約６割は、６５歳以上

となっている。 

 

 

千葉県・国の未来を一緒に考えてまいり

たい。 

令和 7年は 6月に鎌ケ谷市長選挙、7月

に参議院議員選挙が実施される。 

鎌ケ谷市の発展には千葉県・国との連携

が重要であり、どうか、政治をあきらめ

ず、市政・県政・国政への関心を持ち続け

てください。 

松沢の視点 

今後も少子高齢化や人口減少社

会という先行きが厳しい時代の

中、将来世代にのしかかる見え

ない負担をいかに軽減していく

のか、政治に参加出来ない将来

世代のためにも、１人でも多くの

市民・県民の皆さんと鎌ケ谷市・ 

 

 

 

 

 

 

 

◇精神障害のある方への支援について 

 

千葉県知事選挙について 

松沢の視点 

ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮには、香取市商工や佐原商

工会議所といった商工団体だけでなく、全国の

基礎自治体が地域産品を売 

り出そうと出展している。 

県内の市町村が独自で 

出展を企画する場合には、 

連携や支援をすることも 

必要ではないか。 

 

 

 

 

 

 

令和５年 10 月商工労働常任委員会での質疑 

  

 

松沢 精神障害者地域移行・地域定着協力病院

の役割について 

 

A. 精神障害にも対応した地域包括ケアシステ 

ムに参画し、医療と福祉の連携や住まいの場の

確保等の地域課題の解決に関係機関と連携し

て積極的に取り組むなど、精神障害のある人

の地域移行や地域定着を推進する役割を担っ

ており、現在、２５カ所の病院を認定している。 

 

 

 

任意入院 医療保護入院 措置入院

約12.4万人 約12.9万人 約1600人

出典　内閣府　障害者白書

精神障害

統合失調症、精神作用物質による急性中毒又は依存症、
てんかん、発達障害や高次脳機能障害

2023年6月時点　入院者数　約25.6万人


